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クラウド・コンピューティング環境における Oracle ソフトウェアのライセンス 

 

 

本資料は、以下のベンダーが提供するクラウド・コンピューティング環境に適用されます: 

Amazon Web Services – Amazon Elastic Compute Cloud (EC2), Amazon Simple Storage Service (S3) 、 

Microsoft Windows Azure Platform  

(以下、これらを「承認されたクラウド環境」と表記します） 

 

承認されたクラウド環境におけるOracleプログラムのライセンス許諾の際には、「バーチャル・コア」を「物

理コア」と同等に換算してカウントする必要があります。このカウント方法は、Processorの価格単位を持つ

すべてのプログラムに適用されます。 

 

製品名称にStandard Edition OneもしくはStandard Editionが付くプログラムが許諾される場合、インスタンス

のサイズに基づく価格設定がなされます。承認されたクラウド環境のインスタンスが4バーチャル・コア以下

の場合は、1ソケットとしてカウントされます。承認されたクラウド環境のインスタンスが4バーチャル・コ

アを超える場合は、承認されたクラウド環境のインスタンスのバーチャル・コア数を4で割り、小数点以下を

切上げてカウントします。 

（例: 5バーチャル・コアは、5÷4=1.25、小数点以下0.25を切上げて2ソケットとしてカウントします。） 

 

クラウド・コンピューティング環境では、Oracle Database Standard Editionを使用できる承認されたクラウ

ド環境のインスタンスは、保有するバーチャル・コア数が16以下であることが条件となります。 

 

クラウド・コンピューティング環境では、Oracle Database Standard Edition Oneを使用できる承認されたク

ラウド環境のインスタンスは、保有するバーチャル・コア数が8以下であることが条件となります。 

 

計算例 1.  Amazon EC2環境で Oracle Database Enterprise Edition (Processorライセンス)を許諾: 

1台の承認されたクラウド環境のインスタンスにおいて、 Intel製のマルチコア・チップで 8バーチャル・

コア保有する環境では 4 Processorライセンスが必要です。（8バーチャル・コア x係数*0.5=4 Processor） 

*マルチコア・プロセッサの適用係数については、Oracle Processor Core Factor Tableを参照ください。 

 

計算例2.  Amazon EC2環境でOracle Database Standard Edition (Processorライセンス)を許諾: 

- 1台の承認されたクラウド環境のインスタンス（バーチャル・コア数 1以上 4以下を保有）では、1 ソケ

ットとしてカウントされるため、1 Processorライセンスが必要となります。  

- 1台の承認されたクラウド環境のインスタンス（バーチャル・コア数 5以上 8以下を保有）では、2 ソケ

ットとしてカウントされるため、2 Processorライセンスが必要となります。 

- 1台の承認されたクラウド環境のインスタンス(4バーチャル・コア保有)、および 4台の承認されたクラウ

ド環境のインスタンス(各 1バーチャル・コア保有)では、それぞれ 4バーチャル・コアは 1ソケット、1

バーチャル・コアは 1ソケットとしてカウントされます。5台のコンピュータ合計では、5 Processorの

ライセンスが必要となります。 

 

また承認されたクラウド環境において、Named User Plusライセンスを適用することができます。その際、製

品によっては最少契約数の制限が適用されます。 

 

承認されたクラウド環境において Oracle Enterprise Linux Supportを使用する際は、各承認されたクラウド環

境のインスタンスが「System」としてカウントされます。Enterprise Linux Basic Limitedと Enterprise Linux 

Premier Limitedのサポート提供については、承認されたクラウド環境のインスタンスが保有するバーチャ

ル・コア数が 8以下であることが条件となります。 
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EC2 環境における Oracle VM のライセンス許諾: Amazonは、Oracleの Partitioningポリシーから参照され

ている Oracleポリシー・ドキュメント「Hard Partitioning with Oracle VM」に定義された規則に則って、

Oracle VM EC2コンピュータを実装しています。本文書は、承認されたクラウド環境のインスタンス内のバ

ーチャル・プロセッサに、バックエンド・サーバー上で特定の物理コアに割り当てることを保証しています。

Oracle 製品のライセンス許諾の観点から見れば、各バーチャル・プロセッサを物理コアと同等に換算するた

め、Oracle標準の価格単位 Processorに即しています。 

 

 

数量無制限使用プログラム(ULA) により取得されたライセンスは、承認されたクラウド環境で使用しても構

いませんが、それらのライセンスを証明書の ULA条項の末尾に含めることはできません。 

 

 

上記の例は、単に例示を目的とするものです。 

 

http://www.oracle.com/us/corporate/pricing/partitioning-070609.pdf
http://www.oracle.com/technetwork/topics/virtualization/ovm-hardpart-167739.pdf

